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衣服型と着衣形態に関する研究

京都女大家政　　○岡部和代

相愛女短大　　　　中野慎子

杉生次代 山名信子

　目的　着装したいイメージのシルエットからパターン化するためには、衣服･の鶴造線や

ゆとり量によって、着衣形態がどのような様相を呈するかを把握しておく必要がある。そ

こで、本研究では、衣服型とゆとり量の相異によって、着衣の間隙はどのようにあらわれ、

そのシルエットはどうであるかの基礎資料を得ることを目的として実験を行った。

　方法　立体裁断で得た構造租の異なる4 if、8 面､to面のフィットした胴郡原型及びそれ

ぞれにs %、15％のゆるみを加えた9 種、各種胴部原型５種、合計14種類の着衣をシーチ

ングで製作した。同－ボディ（フェアレディ9AR）に着衣させ、バストラインを基準に上下

２en間隔にレーザ光線による形態描画器によって横断面形状を採取した。断面形状の中心

からの距離を測定し、着衣の広がりと間隙量を求めた。また、前後側面のシルエッター写

真を撮影して､横径､矢状径､角度ならびに面積を測定して分析した。

　結果　横断面形状の中心からの距離が最も大となるのは、４面、８面、10面がB.L.
~B.L.

上4cinにかけてであるのに対し、割り出し式はB.L.から下方である。中心からの距離の標

準偏差が小さいのは、B.L.から下方≪.L.にかけてである。中心からの距離が着衣によっ

て異なる位置は、前面よりも後面である。間隙量の総合計と各着衣の型紙の総面積との相

関はr -0.93]と高い。また、着衣の面積が多くなると、問隙量は位置相互の間で相関が高

くなる。型紙総面積を100として、前面､後面､側面に見える着衣のシルエットの割合は、前

面より後面が大であり、側面は後面の約半分である。
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〔目的〕　下衣への適合を目的とし、腰部形状を分類した。この形状は周径とその前後の

長さで求めた７項目の指数値を組み合わせて表現する立体とし、クラスタ- 分析を行った。

グレ-デングや身長別サイズ規定によってカA ー*れる大きさや高径は除いた。

〔方法〕　被験者はパターンへつながる体型情報を採取した成人女子300名である。計測値

48項目、写真計測および横縦断面図採取150名、クラスター分析を行った指数値はH ／w・

M.H ／W ・M.H ／H・F.W ／B,W・F. H ／B.H･I F. M.H ／B.M.H・G.H ／H （Gは外包囲）であ

る。分類された各グループについて各指数値の関係偏差を求めて総合比較をし、計測値間

の差を分散分析によって調ぺた。形状差がスカート・ズボン原型のパターンにどのように

あらわれるかを観察し、これらの体型特徴を表現する変数を主成分分析によって求めた。

〔結果〕　クラスター分析の結果、成人女子の腰部体型は下記のように大きく２つに、さ

らに5つに分類された。ただし６名のグループは異常値として除外した。各グループの特

徴を各種分析結果を用いて報告する。

副:
　　　　　　　　　ヤングH/ll/.　　　　　　アベレージ型

～1.39）―[L-ハ　ー　ト　型

　　　　　　　　　ダイヤモンド型

びれ型（1.35～1.39）

んどう型(1.16～1.23)―[:二スク３:ア型
　　　　　　　　　　　　ピー｀マン型


